
 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

  

 

３１日（金）の 9 時より校内なわとび大会が行われました。登校後、廊下で練習し、本

番に備える子どもたちの姿が見られました。去年は体育館にストーブを入れても寒かったの

ですが、今年はそれほどでもありませんでした。子どもたちは元気一杯、日頃の練習の成果

を発揮しようと取り組みました。 

準備体操後、学年別に学年規定種目とチャレンジ種目をしまし

た。学年規定種目では、1・2 年生は前両足跳び・後両足跳び、

3・4年生は前あや跳び・前交差跳び、5・6 年生は前二重跳び・

後二重跳びのどちらかを選んで跳びました。チャレンジ種目は、

自分が挑戦したい技を１種目選んで跳びました。それぞれ制限時

間（3分間）での最高回数が自分の記録になります。時間内は何

度もチャレンジできます。 

初めに、カウント係の４～6 年に「お願いします」とあいさ

つをして、3 分間で連続何回跳べるかチャレンジしました。見

学している他の学年の声援を受けて、時間いっぱいチャレンジ

する姿は、とても微笑ましかった

です。終わった後、係の人に「あ

りがとうございました」とお礼を

しました。 

各種目の標準記録に達した人は表彰します。そして、その

結果は 1階ロビーに掲示する予定です。 

また、24 日(金)昼休み、縦割り班で大なわや短なわを使ってふれあい遊びをしました。め

あては、「ふわふわ言葉を使って、なわとび遊びを楽しもう。」でし

た。班長が中心となって、みんなで楽しみました。終了後、めあて

が達成できたかを振り返りました。 

明日も、5 年生が中心となって、

縦割り班で大なわ跳びをします。 

なわとびは、長く跳ぶことで持久

力が、いろいろな技に挑戦すること

で巧緻性や調整力が身につくといわれ、冬場の体力づくりに大

変適しています。休日に、家族で取り組んでみてはいかがでし

ょうか？ 
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七尾税務署の池原様を講師にお迎えして、２８日（火）に６年生の租税教室が行われました。 

まず初めに、消費税や所得税など私たちの暮らしの中で、いろいろな種類の税金があることを

学んだあと、具体的に税金がどのように使われているのかをお話や DVDを見て理解しました。

最後に、ジュラルミンのケースの中から取り出された１億円の複製品を見て、６年生はびっく

り。触ったり、持ち上げたりして１億円の重さを実感しました。６年生の感想を紹介します。 

 

 
・税金がないと、私たちの暮らしが大変になることがわかりました。 

・税金が、どこで、どのように使われていて、どれほど大切かがわかりました。 

・消費税がないと、救急車を呼ぶのにお金がかかり、道路もガタガタのままになって

しまうので大変だと思いました。 

・税金がないと、公共施設が建てられなかったり、信号が動かなくなったりします。

だから、税金はとても大切なものだとわかりました。 

 

・ 

生涯学習インストラクター来校 

読み聞かせ ２２日（水） 

１年生：「ねずみのすもう」    （松浦 芳美さん） 

２年生：「ポカポカホテル」    (中田 美和さん) 

３年生：「なまえのないねこ」  (若木 梨枝子さん) 

４年生：「小さなサンと天の竜」 (伊藤 厚子さん) 

５年生：「うどん対ラーメン」   (中村 真由美さん) 

６年生：｢おとうさんのちず｣    ( 森 令子さん) 

はじめまして伊藤です！ 


